
パナマシティ

ペダシ

　
寿
司
の
ネ
タ
と
い
え
ば
、
何
を
思
い

浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
エ
ビ
、ハ
マ
チ
、

イ
カ
、
ウ
ニ
…
。
そ
し
て
何
と
言
っ
て

も
欠
か
せ
な
い
の
が
マ
グ
ロ
だ
。

　
マ
グ
ロ
は
世
界
中
で
人
気
の
食
材
。

寿
司
や
刺
身
な
ど
日
本
食
が
広
ま
る
に

つ
れ
て
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
の
新
興
国
で

も
よ
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ツ
ナ
の
缶
詰
と
し
て
も
需
要
が
あ
り
、

漁
獲
量
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
マ
グ
ロ
は
長
距
離
を
移
動
す
る
回
遊

魚
。
例
え
ば
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
産
卵
時

期
や
成
長
に
合
わ
せ
て
、
日
本
近
海
か

ら
北
米
大
陸
の
西
岸
に
位
置
す
る
バ

ハ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
半
島
沖
ま
で
移

動
す
る
。
つ
ま
り
、
マ
グ
ロ
は
世
界
各

地
の
沿
岸
国
の
〝
共
有
資
源
〞
な
の
だ
。

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る

〝
謎
多
き
〞
魚

そ
こ
で
世
界
の
マ
グ
ロ
を
獲
り
す
ぎ
な

い
よ
う
、
全
米
熱
帯
マ
グ
ロ
類
委
員
会

（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
を
は
じ
め
と
す
る
５

つ
の
機
関
が
、
マ
グ
ロ
が
生
息
す
る
海

域
や
種
ご
と
に
禁
漁
時
期
や
漁
獲
可
能

な
総
量
な
ど
を
定
め
て
資
源
管
理
を
行

っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
マ
グ
ロ
の
需
要
は
増
え
続

け
て
お
り
、
供
給
が
追
い
付
か
な
い
。

自
然
界
か
ら
獲
れ
る
マ
グ
ロ
に
は
限
界

が
あ
る
の
だ
。
そ
こ
で
資
源
管
理
と
養

殖
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
マ
グ
ロ

が
ど
の
よ
う
な
条
件
で
産
卵
し
、
ど
の

よ
う
な
も
の
を
食
べ
て
成
長
す
る
の

か
、
そ
の
生
態
は
十
分
解
明
さ
れ
て
い

な
い
。

　
そ
こ
で
国
際
的
な
マ
グ
ロ
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
近
畿
大
学
水
産

研
究
所
。
１
９
４
８
年
の
設
立
以
来
、
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ハ
マ
チ
や
マ
ダ
イ
な
ど
18
種
の
養
殖
に

世
界
で
初
め
て
成
功
。
２
０
０
２
年
に

は
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
と
い
う
世

界
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
魚
の
養
殖

研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
２
０
１
１
年
か
ら
は
地
球

規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力

（
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
を
通
じ
て
、
パ

ナ
マ
を
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。「
パ
ナ
マ
は
マ

グ
ロ
の
一
種
、
キ
ハ
ダ
の
主
要
な
漁
獲

国
。
研
究
を
行
う
に
は
最
適
な
場
所
で

し
た
」
と
同
研
究
所
の
澤
田
好
史
教
授

は
話
す
。

　
研
究
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
パ
ナ
マ
政

府
と
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
が
共
同
で
運
営
す

る
ア
チ
ョ
チ
ネ
ス
研
究
所
。
太
平
洋
に

面
し
た
同
国
南
部
の
ペ
ダ
シ
に
あ
り
、

近
海
で
捕
獲
で
き
る
キ
ハ
ダ
を
飼
育
す

る
屋
内
水
槽
を
持
つ
。

　
年
間
３
万
ト
ン
を
超
え
る
冷
凍
・
生

鮮
マ
グ
ロ
を
輸
出
す
る
パ
ナ
マ
に
と
っ

て
、
マ
グ
ロ
漁
業
は
重
要
な
産
業
の
一

つ
。
漁
獲
量
が
減
り
、
輸
出
が
落
ち
込

め
ば
経
済
的
な
打
撃
も
大
き
い
。
そ
こ

で
パ
ナ
マ
水
産
資
源
庁
は
資
源
管
理
を

強
化
す
べ
く
、
同
研
究
所
で
マ
グ
ロ
の

生
態
を
研
究
し
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
強
み
を
発
揮

す
る
の
が
、
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
が

長
年
培
っ
て
き
た
養
殖
研
究
の
知
見

だ
。
マ
グ
ロ
は
、
卵
か
ら
ふ
化
し
て
20

日
ご
ろ
ま
で
の
仔
魚
、そ
の
後
の
稚
魚
、

体
長
約
20
セ
ン
チ
以
降
の
幼
魚
、
そ
し

て
成
魚
ま
で
、
成
長
の
段
階
ご
と
に
大

日
本
の
養
殖
研
究
の
知
見
を

世
界
で
応
用
す
る

量
死
の
リ
ス
ク
が
生
じ
る
た
め
、

飼
育
が
難
し
い
。「
他
の
魚
に
比

べ
て
マ
グ
ロ
の
稚
魚
は
泳
ぐ
速
度

が
速
く
、
水
槽
が
狭
す
ぎ
る
と
壁

に
衝
突
し
て
全
滅
し
て
し
ま
う
こ

と
も
。
そ
う
し
た
マ
グ
ロ
特
有
の

性
質
を
踏
ま
え
て
、
い
け
す
の
設

置
方
法
や
飼
育
方
法
、
餌
に
至
る

ま
で
、
40
年
以
上
積
み
重
ね
て
き

た
研
究
成
果
を
生
か
せ
る
の
で

す
」
と
澤
田
教
授
は
話
す
。

　
マ
グ
ロ
が
ど
う
生
ま
れ
、
育
っ
て

い
く
の
か
―
。
産
卵
の
条
件
、
成

長
段
階
ご
と
に
必
要
な
栄
養
、
自

然
界
で
高
い
生
存
率
を
維
持
す
る

環
境
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
飼
育
方

法
な
ど
、
両
国
の
研
究
者
が
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
日
本
で
研
修
も
行
っ
て
い

る
。
和
歌
山
県
・
紀
伊
大
島
に
あ
る
近

畿
大
学
の
実
験
場
で
は
海
に
い
け
す
を

設
置
し
、
約
３
０
０
０
尾
の
ク
ロ
マ
グ

ロ
を
飼
育
。
こ
こ
で
日
本
人
の
研
究
者

が
採
卵
か
ら
仔
魚
・
稚
魚
の
飼
育
、
い

け
す
で
の
飼
育
研
究
と
養
殖
作
業
を
指

導
し
て
い
る
。
研
修
に
参
加
し
た
ア
ル

ヘ
ン
・
ギ
ジ
ェ
ン
さ
ん
は
、「
ア
チ
ョ

チ
ネ
ス
研
究
所
に
も
初
め
て
海
面
い
け

す
を
設
置
す
る
た
め
、
日
本
で
学
ん
だ

飼
育
技
術
を
同
僚
と
共
有
し
て
成
功
さ

せ
た
い
」
と
話
す
。

　
一
つ
一
つ
の
研
究
の
積
み
重
ね
が
、

世
界
の
マ
グ
ロ
を
守
っ
て
い
く
―
。
日

本
と
パ
ナ
マ
の
研
究
は
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
ば
か
り
だ
。

日本の若手研究者も派遣され、人材育
成の場にもなっているパナマのアチョチ
ネス研究所

アチョチネス研究所で、仔魚を育てる水槽に入れる植物プランクトンを調べるパナマ水産資源庁の研究員と
近畿大学の中瀬玄徳助教

アチョチネス研究所にある水深約6メートル、直径17メートルの飼育水槽で泳ぐ体長
約１.2メートルのキハダの成魚

ふ化から12日目のキハダの
仔魚。共食いや衝突死を防
ぎ、大きく育てるには工夫が
必要

キハダの飼育水槽を視察する水城幾雄・在パナマ特命全権大使（右
から二人目）に説明を行う澤田教授（左端）

紀伊大島の海面に設置されたいけすで、クロマグロへの餌やりを経
験しながら飼育方法を学ぶパナマの研究者

マグロの資源管理と養殖で
世界の食を守る

パ ナ マ

from PANAMA

日本をはじめ世界各国で食べられているマグロ。
しかし捕獲量が増えるにつれて数が減り、
このままでは将来獲れなくなってしまう。

その解決策は資源管理の徹底と養殖技術の開発。
世界の食を守るため、パナマと日本の共同研究が始まった。

受精から16時間後のキハダの卵
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